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被補助団体名 被補助者区分

補助金№

補助金名称 【　補助金点検シート　】

分類 担当課名

交付基準 分類別交付区分

点検項目 点検内容 配点 評価点

効果性

公益性

補助金等の支出が市全体の利益につながり公益上必要であること。
　2：補助金等の支出がないと、市民の生命・身体に支障が生じる。
　1：補助金等の支出がないと、市民の生活に支障が生じる。
　0：補助金等の支出がなくても市民の生活に支障はない。

行政と市民との役割分担において、市の推進すべき事業と認められること。
　2：補助事業は市が推進すべき事業で、総合計画（実施計画含）に明示されている。
　1：補助事業は市が推進すべき事業だが、総合計画（実施計画含）には明示がない。
　0：補助事業は市が推進しなくともよい。

適格性

存在の
適格性

補助金等の支出が規則又は交付要綱に基づいており、法令等に抵触していないこと。
　2：規則又は要綱に基づき、法令を遵守している。
　0：規則又は要綱に基づいていない。

団体等の会計処理及び使途が適切であること。
　2：帳簿や領収書等の確認を昨年度と一昨年度に行っている。
　1：帳簿や領収書等の確認を行ったことがある。
　0：確認したことはない。

実効性

事業の目的や内容等が社会経済状況の実情をふまえていること。
　2：社会経済状況の実情や住民ニーズに合致している。
　1：社会経済状況の実情に合致している。
　0：社会経済状況の実情には合致していない。

市民の福祉の向上や利益の増進に効果が期待できること。
　2：効果を指標等をもって客観的に確認することができる。
　1：効果を推量することができる。
　0：効果は確認できない。

補助額
適格性

補助金等の額は、団体等の決算における繰越金の額と比べて適正であること。
　2：繰越金の額は補助金額未満である。
　1：繰越金の額は補助金額以上だが、合理的な理由がある。
　0：繰越金の額は補助金額以上で、合理的な理由はない。

補助金等の額は、事業の規模や進捗状況に応じたものであること。
　2：補助金の額には合理的な積算根拠があり、適宜見直しを行っている。
　1：補助金の額には合理的な積算根拠があるが、見直しは行っていない。
　0：補助金の額には合理的な積算根拠はなく、見直しも行っていない。

実効性 0

合計 0

特記事項

方向性

　

点検項目 評価点 【評価点チャート】

公益性 0

存在の適格性 0

補助額適格性 0

合計 0
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補助額適格性

評価点

継続（維持） 継続（拡大） 継続（縮小） 廃止（段階的縮小） 廃止（即時） その他


